
深浦地区夢プラン

分　野 実施項目・将来像 実現に向けての課題、継続したい活動 実施主体

高齢者福祉
日常生活における移動手段の確
保

・公共交通の便数減少
・高齢化に伴う車の運用数減少

・コミュニティバスの運行
→現在のデマンドタクシーの運用も含
めて住民の利用体系に沿った内容を検
討
・通院、買い物が困難な方への新しい
アプローチの利用または設置
（例）
・住民自身の買い物方法の変化…通販
や移動販売車の積極的な利用
・遠隔診療所の設置検討…公民館に看
護師等の派遣、簡易な診療をテレビ通
話で可能に

短期～長期 地域・行政・事業者

防災・減災対策 災害時の備え

・率先避難の地区担当者をあらかじめ
決定し、担当者会議や避難訓練、避難
時の物品チェックなどを行っている
・地域見守り活動の実施
・砂防ダム等県の対応が必要な箇所の
迅速な対応依頼

・率先避難担当者と班員の連携強化
→非常時の対応の共通理解を深める
・防災防犯に係る積極的な情報発信
・定点カメラの設置検討
→場所、個数は精査が必要
・防災ラジオの配布等、有事の際に情
報提供ができる環境の整備

短期・中期 地域・行政

農業の振興 鳥獣対策の充実

・駆除、処理を行う人員の不足
・高齢化に伴い、駆除や処分に伴う作
業が困難となりつつある
・死体の廃棄場所が確立されていない
ため、処分に苦慮する
（例：1m以上の猪は焼却処分場でも断
られてしまう等）
・ジビエとして販売を行うとしても、
処理場と販売所がない（近隣市にもな
し）

・地域による後継者育成
・廃棄ルートの支援
（例：死体の運搬補助、土葬箇所の確
保等）
・ジビエの精肉、販売を希望する企業
や人物が現れた際の支援

中期・長期 地域・行政・事業者

コミュニティ 地域人材の確保

・地域おこし協力隊誘致のための費用
（国補助金あり）
・地域が快く受け入れられるか
・滞在中に従事する業務の決定

・誘致する目的の明確化
・地域で従事する仕事のピックアッ
プ、地域全体の理解
・就労条件の設定、募集人数の精査
・制度の導入、対象者の誘致
・周辺市での実施事例の把握

中期 行政・地域

行動計画と取組



深浦地区夢プラン

分　野 実施項目・将来像 実現に向けての課題、継続したい活動 実施主体行動計画と取組

コミュニティ 行事・イベントの継続

・各祭りの実施（管絃祭等）
・デイ料理教室、独居老人への弁当製
作
・年末便利屋作業
・公民館あんま機、あんまスペース開
設

・企業、家族等支援の輪を広げて継
続、継承
・各種メディアを活用したPR
・市広報からのバックアップ
・他地域へのボランティア呼びかけ
・活動、行事のスリム化

短期 地域・行政

観光振興 観光資源の発掘
・笠戸島レモンの栽培
・現状目立った観光設備なし

・休耕田を利用したレモン栽培の拡大
・担当者協議を行い、維持管理体制を
整える
・農林水産課と連携し、新規就農者を
獲得
・海の幸、山の幸を活用した体験活動
の実施
→設備、人員等の受け入れ体制の整備
が必須

中期 地域・行政

情報化の推進
有線（光ファイバー）による通
信環境の整備

・莫大な費用
・無線での通信環境が拡充される中、
本当に有線の必要性が高いのか
・事業者と実施について検討を行って
いない

・整備後の事業展開を検討
→代替案があり、費用や即効性が高い
のであればそちらを採用してもよいの
では
・実施事業者の誘致

長期 事業者・行政

移住定住 転入者・事業者の誘致
・調整区域等規制により新規建築が原
則不可

・地域全域での規制解除をすることに
対してデメリット等も含めて検討
・県へ規制解除の進言
・地域全域の規制解除が困難な場合
は、個別の規制解除を検討。

長期 事業者・行政

移住定住 転入者・事業者の誘致 ・通信環境が未整備

・転入者のニーズを把握、それに寄り
添った準備
・地域での受け入れ態勢の整備
・今後多く生まれる空き家への適切な
対応

長期 事業者・行政

公民館の指定管理制度 今後の公民館運営体制の見直し

・深浦地域づくり推進協議会が管理母
体
・他の公民館にはない特色ある活動の
推進
・公民館受け入れのキャンプ、デイ
キャンプ

・現状の良さを引き継いだ公民館管理
→可能ならば指定管理で（現場の要
望）
・３年後の確かな見通しの設定
・移転、建替えも視野に今後の方針を
決定
・利用する団体の自主的な取組による
活動の実施

短期・中期 地域・行政


